
平成 25 年度 がん患者のケア等に関する研修会 

「がん患者が地域で生活するために，支援者が持つべき心構え」 

～生きる力を支えるもの～ 
 がんは県民の死因の第一位であり，更なる高齢化の進展に伴い，がんの罹患数及び死亡数は今後

も増加していくと推測されることから，今後のがん対策については，死亡者数の減少はもとより，がん患

者とその家族の苦痛の軽減と療養生活の質の向上，がんになっても自分らしく暮らせる社会の構築が

必要です。 

 そこで今回の研修会では，がん患者が住み慣れた環境で生活するために，地域の関係者がどのよう

な支援を提供していくかについて，医療・介護等それぞれの役割を踏まえながら考えることを目的とし

ます。ぜひご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参加申し込み・問い合わせ先】 

 宮城県気仙沼保健福祉事務所（宮城県気仙沼保健所） 成人・高齢班 

 電話：０２２６－２２－６６１４  ＦＡＸ：０２２６－２４－４９０１（代表） 

 

 

 

 

 

●講演①気仙沼市立病院で実施している，がん対策の現状 

講師：気仙沼市立病院副院長   医師 横田
よ こ た

 憲一
けんいち

 先生 
 

●講演②(仮)生活者の視点を踏まえた上で支援者ができることを考える 

講師：小笠原内科理事長 日本在宅ホスピス協会会長 

医師 小笠原
お が さ わ ら

 文
ぶん

雄
ゆう

 先生 

●日時：平成２５年１０月１２日（土） 

午後２時３０分から午後５時 

●場所：宮城県気仙沼保健福祉事務所 ２階 大会議室 

●対象： 

医療機関（医師，看護師等），薬局，介護保険サービス事業所（介護支援専門員，

看護師，介護職員，リハビリテーション職員等），市町関係職員（地域包括支援セン

ター含む）等 

講師紹介 

小笠原内科理事長 日本在宅ホスピス協会会長 

医師 小笠原 文雄 先生 

１９４８年岐阜県生まれ 医学博士 

藤田保健衛生大学 医学部 客員教授 

名古屋大学第二内科（循環器グループ）を経て， 

１９８９年に小笠原内科を開院 

著書「上野千鶴子が聞く小笠原先生、ひとりで家で死ねますか？」 

 

主催：宮城県気仙沼保健所，東北大学がんセンター 先進包括的がん医療推進室  共催：気仙沼市立病院 

後援：気仙沼市，南三陸町，気仙沼市医師会，気仙沼歯科医師会，気仙沼薬剤師会，宮城県ケアマネジャー協会気仙沼支
部，宮城県看護協会気仙沼支部 



 


